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１　街頭キャンペーンの実施


９月５日（月）、９月１３日（火）朝の通勤時間帯に、ポケットティッシュを主要駅周辺で配布（ＪＲ東日本と協力して配布）


実施箇所：新宿駅南口、立川駅南口配布数：各３，０００部





２　特別相談の実施


＜電話相談＞


　　　○自殺相談ダイヤル～こころといのちのほっとライン～　★２４８件


９月５日（月）～９日（金）　２４時間


　　　○自殺予防いのちの電話　★９６件


９月１０日（木）　８時～翌朝８時


　　　○４８時間特別相談　★１２８件


　　　　　９月１０日（土）、１１日（日）　６時～翌朝６時


　　　○自死遺族のための電話相談（全国自死遺族総合支援センター）　★１４件


９月５日（月）～７日（水）　１０時～２２時


　　　○自死遺族のための電話相談（グリーフケア・サポートプラザ）　★１８件


９月８日（木）～１１日（日）　１０時～２２時


　　　○多重債務１１０番（連携事業として実施）　★４２８件


　　　　　９月５日（月）、６日（火）　９時～１６時


　　　○仕事の悩み特別相談（連携事業として実施）　★１０２件


　　　　　９月７日（水）、８日（木）　９時半～１７時


＜東京都こころといのちの総合相談会 ～こころ・法律・仕事の悩みの相談に応じます～＞


９月１２日（月）新宿スバルビル会議室★相談者１５名（相談件数２７件）


９月２０日（火）アレアホール（立川）★相談者１０名（相談件数１８件）


いずれも１６時～２０時（受付は１９時まで）　





３　いのち支える全国キャラバン講演会の実施


震災後の都民一人ひとりのこころの健康と心理的影響について理解を深めることにより、自殺の未然防止を図ることを目的とした講演会を開催


日時: ９月１６日（金）　１３時半～１７時


　　　内容:基調講演「震災後の心の変化－社会や人々に起きていること」講師:香山リカ氏


　　　　シンポジウム「東日本大震災　闇の中に光を見出す」





４　車内広告等への掲載


　　車内広告、トレインチャンネルに東京都自殺相談ダイヤルの広告を掲載


５　広報東京都９月号の解説記事への掲載　


東京都における自殺の実態、特別相談・相談ネットワークの案内


６　ホームページの充実とバナー設置


　　「第８回自殺防止！東京キャンペーン」コーナーを設置、自殺総合対策のバナーの


都または局トップページへの設置を働きかけた。





第９回（平成２３年９月）キャンペーン





自殺対策強化月間（自殺防止！東京キャンペーン）について








（１）協同型プロジェクト（「いのち支える全国キャラバン」）





自殺対策をテーマにしたシンポジウム等を４７都道府県で開催して回るプロジェクト。


都では、こうした取組が一過性で終わらないようにと、区市町村のイベントを繋ぎ、都内全域での啓発と、社会全体で「いのちへの支援、自殺対策」を強化


　　・共通イメージ　サブタイトルとロゴマーク


・広報誌　ホームページ　イベントでの相互周知


・内閣府いのち支えるキャンペーンソングの活用





（２）インターネットの活用





　多くの方に情報発信するため、自殺対策強化月間に実施した講演会をインターネットに


よる中継（配信）を実施。


　　・９月１６日の全国キャラバン講演会


　　　⇒来場者　約３００人


インターネットの視聴者　延べ３万７千人





（３）民間団体との協同（こころといのちの総合相談会）


　　


弁護士、臨床心理士、産業カウンセラーの専門相談員、ハローワーク職員によるワンストップ型の相談会を実施。年８回（９・１０・１２・３月にそれぞれ２回）実施。


弁護士会及び日本産業カウンセラー協会が主催する相談会と連携することにより、当事者の相談会への参加機会と周知を拡大。


　　・共通イメージ　サブタイトルとロゴマーク


　　　⇒サブタイトル：「いのち支える連続相談会」


　　・広報誌、チラシ等による相互周知


★毎月、どこかの団体で相談会を実施





（４）共通イメージの使用





　　都が発信する普及啓発ツール（ポスター、チラシ、トレインチャンネル）においては、共通するデザインを採用。
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効果的に普及啓発をするために








